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学校教育計画（令和６年度～令和９年度） 

 

学校名 茅ケ崎高等学校 
課程・学科 

教育部門・学部 
定時制・普通科 

 

１  学校のミッション 
定時制普通科の高校として、生徒一人ひとりの学習や進路等の目標の実現に応える

ため、学年制によるカリキュラム・マネジメントに学校全体で取り組み、学力の育
成、豊かな人間性や社会性を培い、社会的・職業的に自立することをめざした学校づ
くりに取り組む。 
 教育課程については、募集停止に伴う閉課程を見据えたうえで、生徒の特性や地域
の実情を踏まえながら、適切な編成を行う。 

 これまで、社会の一員として必要な社会的規範意識の醸成を図るとともに、生徒の

進路希望の実現に向け、すべての教科等において、学びなおしや生徒がお互いに学び

あう学習活動を取り入れるなど、知識・技能の習得のみならず、それらを活用する力

を育む魅力ある授業を展開し、生徒の主体的に学ぶ意欲を高めるとともに、生徒一人

ひとりの抱える課題を踏まえた適切な支援を行い、卒業と進路希望の実現に向けたき

め細かい指導に取り組む。 

 

 

２ 学校教育目標 

○生徒一人ひとりの能力や特性に応じた教育や必要な支援を展開し、主体的な学びを

通して基礎学力の確実な定着を図る。 

○社会の一員として必要な社会的規範意識の醸成を図り、豊かな人間性と社会性を育

む。 

○正しい職業観や勤労観を育成し、進路や自己実現に向けて取り組む態度を養う。 

○学校関係者や地域との連携を深め、信頼され開かれた学校づくりを推進する。 

 
３ 計画策定時点での課題 

〇療育手帳を所有している生徒や発達障害の診断を受けている生徒など、通常の高校

教育に加え、特性に応じた支援を必要とする生徒が増えているが、校内の支援体制

が必ずしも十分であるとは言えない。 

〇卒業をしても進学や就職をしない生徒がいる。 

〇各種行事に参加せず、高校生活を過ごす中で自己肯定感を持てない生徒がいる。 

〇友人関係を適切に構築できず、些細なことでトラブルを生じ、登校できなくなって

しまう生徒がいる。 



４ ４年間の目標と主な方策 
 

 視点 ４年間の目標 目標達成に向けた主な方策 

１ 
教育課程 

学習指導 

・生徒一人ひとりの能力やニ

ーズを踏まえながら、生徒

の「生きる力」を育む教育

課程の編成に取り組む。 

・基礎学力の確実な定着を図

るために、主体的・対話的

で深い学びの実現に向けた

授業改善を組織的に推進す

る。  

・個別最適な学びの実現に向け

た教育課程編成と募集停止に

伴う生徒数及び教職員数減少

を見据えたカリキュラムの検

討を行う。 

・授業研究会や日頃の情報交換

などを通じて、生徒が主体的

に学習に取り組み、基礎学力

の定着に向けたＩＣＴの活用

や教材の研究を行う。 

２ 生徒指導・支援 

・基本的生活習慣の確立と、

社会的規範意識の醸成を図

り、社会性を養う。 

・自己肯定感、自己有用感を

高める。 

・個性や多様性を尊重し合え

る豊かな心を育成する。 

・生徒及び保護者等に寄り添っ

た支援を継続的に行い、学校

と家庭が連携して対応する体

制を構築する。 

・外部機関を積極的に活用した

支援体制を整える。 

３ 進路指導・支援 

・学習活動を通じて、生徒の

基礎的・汎用的能力を段階

的に育成し、生徒一人ひと

りが自己の生き方、あり方

を考え、主体的に希望の進

路を実現できるよう支援体

制を充実させる。 

・地域企業や事業所との連携を

深め、就業体験や講演会を実

施する。 

・進学を目指す生徒に対しては

個別の補習や講習を充実さ

せ、進路実現を支援する。 

４ 地域等との協働 

・生徒が持続可能な社会の担

い手として活躍できるよ

う、学校を中心に家庭と地

域が一体となって協働でき

る具体的な方策を検討・導

入する。 

・地域やＰＴＡとの絆を深め、

生徒の人間関係形成能力の向

上を図る。 

・学校外における体験的な学習

活動への参加を促す。 

５ 
学校管理 

学校運営 

・常に安心安全で快適に学べ

る学習環境を維持する。 

・職員が一人ひとりの生徒に

向き合える環境を整え、働

き方改革をより促進する。 

・夜間時の防災体制や不審者侵

入時における校内体制につい

て改善を図る。 

・生徒と向き合える環境を整備

するためのワークライフマネ

ジメントを推進する。 

・職員数減少を見据えた業務の

精選、簡素化を行う。 

 


